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成果の概要 / 徳本信介 

 

医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内科 大学院（博士課程）4年

研究集会：第 79 回アメリカ糖尿病学会学術集会 

American Diabetes Association’s 79th Scientific Sessions 

開 催 期 間：令和元年 6 月 6 日 ～ 令和元年 6 月 12 日 

開 催 地：アメリカ合衆国、カリフォルニア州、サンフランシスコ、Moscone 

Center 

次回開催予定：アメリカ合衆国、シカゴ 

 

【国際会議の概要】 

ADA scientific meeting は75年以上開催されており、糖尿病学における世界最

大級の学術集会である。例年、米国のみならず全世界から糖尿病学の最新の研

究成果が発表され、糖尿病研究における最新の話題や知見が得られる。また、学

会会場では、基礎医学・臨床医学など多分野にわたる研究者同士の交流や情報交換

が期待される。我々は増殖中の膵β細胞の定量化を可能にした新たなマウスモデ

ルを作製したため、本会を利用して、このマウスモデルの普及に努めた。 

 

【発表内容 / 所感】 

私は、増殖中の膵β細胞の定量化を可能にした、新たなマウスモデルによ

る増殖中膵β細胞量の新規評価手法に関して口頭にて発表した。私の発表セッ

ションでは、膵β細胞の増殖に対して興味を持っていただいた参加者と、増殖

中のβ細胞量評価手法やそのメカニズムについて、議論することができた。また、

他の発表者に対しても、会場で質問し、交流を深めることができた。一方で、

他の口演会場でも、基礎・臨床ともに、多くの最先端の研究に関しての演題発表を

聴くことができたため、日頃最新の知識へアップデートしておく必要性について痛

感した。特に、膵β細胞の増殖に関するセッションでは、米国を含め世界的に、

この分野の研究者が直面している課題や障壁について再度確認することができ、

非常に良い機会となった。また私の発表に対して、会場より複数の質問があり、

会場の参加者が積極的に私の発表内容を理解し議論しようとしている姿勢が印

象的であった。どこで誰のもとで研究しているのかというよりも、研究内容次

第で評価される雰囲気を感じたことは自信につながると感じた。さらに会期中、

米国に留学中の当教室から卒業された研究者とも交流を持つことができ、今後

の留学への助言を受けることができた。 
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